第21回施設処遇会議　議事録

H20.9.1　13:30～15:00

青山荘地域交流室

出席者：秋山S.G.M・原・中村・青山・出貝・上平・小笠原・馬渡

（欠席者：千葉Ｃ.O.O・長谷部A.O.M・清水S.G.M・三浦・小坂）記　録：馬渡

議題

１：稲垣　ふき　様（青風荘入所者様）の処遇について

２：袴田　隆祐　様（青明荘舎利用者様）の処遇について

３：上久保　善郎　様（青山荘入所者様）の処遇について

１：稲垣　ふき　様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 頻回に夜間覚醒がある。

（殆ど毎日のように就寝2.3時間後に起き、私物いじり等する等、安定した睡眠時間が取れない。）
介入方法→・事前に本人と面談を行い、睡眠確保の必要性や起きている時間帯の過ごし方を確認しあう。

・睡眠時間帯であることを伝え、身体を休ませ、睡眠を取らなければ日中の活動が困難になる事や体調を崩す原因になる事を説明し就床を促す。

・土・日、自室にて臥床している時は、なるべく平日と同様の生活リズムで過ごした方が身体にも良い事や夜間寝れなくなる事を説明してホールで過ごして頂くよう声がけしていく。

2 体的訴えや妄想的な訴えが多い。（痒い・痛い・頭がフラフラするなど）
介入方法→・妄想発言があった場合は、ある程度、訴え聞く。必要に応じて、本人が理解できるように説明を行なう。

・不調について、しつこく訴えてくる場合は、バイタル測定をし、必要に応じて休んで頂く。
3 自分の金銭の収支に固執している。

（私は買っていないなどの被害的な発言をする）
介入方法→・通帳に関しては、順を追って説明しながら、その都度、本人が確認のサインをしている事を伝える。（場合によってはスタッフ二人で統一した対応をする。）

・入金に関して、訴えてきた場合は、現在のお金で十分間にあっている事、保護者が決めた金額である事を説明する。

＜評価＞

　まずは、本人の生活レベルを維持しながら、必要に応じて本人と面談を行い、睡眠時間の必要性や身体不調や金銭の収支等を本人へ解りやすくその都度説明を行う。また、スタッフ間で統一した対応を行い、本人が理解し納得できるような支援を継続して行っていく。

２：袴田　隆祐　様（青明荘舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 実習を行うことで生じるストレス（ストレスによる身体）

介入方法→・短期目標を設定し、段階を踏んで徐々にステップアップを行い振り返り評価を行い本人の自信へと繋げモチベーションを上げる。

・事業所職員から評価をもらい、良くできている事に対しては、担当者の方から本人へ直接伝えてもらう。

・青明舎で事業所訪問を行い、本人の作業の様子を確認する。

2 生活リズム（体調管理について）

介入方法→・相談しやすい環境を作る。

・不安なことや疑問はその都度本人の話を聞き解決していく。

・生活リズムにていての大きな乱れがないか話を聞き、変化がある場合に随時対応を行う。

・本人に変化がある場合は主治医、関係機関に情報提供と情報収集を行う。

＜評価＞

　9月1日から就労継続支援Ａ型事業所「農園カフェ日々木」を利用開始するが、作業に慣れるまでは、1日2時間の掃除の作業を行うこととする。以前、パセリー菜で実習を行った際には、1日4時間の作業を行ったが、吐き気などの身体不調が出現した為、その時のことを振り返り、まずは1日2時間の作業を、続け段階をへて徐々に時間を増やしていくことにする。本人と事業所の職員も交えての面談も行っていく。また、本人と定期的に振り返りや、面談を行いその都度本人の悩みに対してアドバイスを行っていく。

３：上久保　善郎　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 退所に向けての支援・外泊訓練・自宅での本人の役割・退所後の生活

介入方法→○退所先について

・退所先については本人の希望である自宅とする。

○外泊期間

・月に1度、自宅外泊を行う。期間は1週間にし、木曜日は外来・デイケア通所、その他は農作業の手伝いを行う事とする。
○外泊訓練内容
・退所後の生活を想定し、自宅での生活、実家の農作業の手伝い、外来・デイケアへの通所を行う。
○外泊時の外来通院、デイケアの通所
・退所後も外来通院や日中の活動の場所としてのデイケアの継続利用が検

討される。現在、デイケアに毎日通所することができているが、本人は「行くのが面倒だ」「行っても暇だ」と話す。デイケアへ通所する意義を本人と話し合い、日中の活動の必要性を確認していく。
○余暇時間の活用
・自室以外での余暇の過ごし方を本人と話し合う。職員と外出し本人の活動範囲の幅を広げる。

2 家族からの要望・整容面の不十分さ・生活管理の意識の乏しさ

介入方法→整容面の不十分さ

○整容面のチェックリストを作成し、整容についての意識付けを図る。

・チェック項目は（頭髪・髭・更衣・歯磨き）を予定。
○整容面についての声掛け（必要に応じて）

・整容面が不十分の場合には、その都度整容面を整える必要性を説明する。

生活管理の意識付け
○食事面について
・外泊訓練時に食事の準備、後片付けの手伝いを行う。

・自立した生活に向けて自炊の検討を行っていく。

○清掃について
・自室の清掃（掃除機を掛ける）を土日を利用し行うことを目標とし、外泊時でも継続して行い、習慣化していく。

3 健康管理について・意識付け・運動の促し
介入方法→・世話人訪問時にも適度に自室確認を行い、室内の状態を確認し、清掃を促す。
○健康管理への意識付けを行う
・本人と健康管理について現状の振り返りを行う。
・短期間（一週間）ごとに振り返りを行い、目標（短期・長期）の確認を行う。
・毎日の運動・間食量、体重を自己チェックして頂く。
・運動に関しては、万歩計の活用をし、運動意欲の維持を図り、運動量を把握する。
○運動についての促し
・現在継続して行っているロデオマシーンの運動方法・時間を見直し、より効果的な運動プログラムを行う。
＜評価＞

　退所に向けてどの程度までの生活レベルが必要なのか。また、家族が本人へ求める事は何か。家族を含めての面談も行う必要がある。本人が退所した後に必要なサービスや資源の調整も必要である。長期外泊訓練を行い、自宅での本人の役割や自宅からデイケア・外来への通所方法など、退所後の生活を考えた具体的な支援を行っていく。外泊訓練後は振り返りを行い、改善が必要なことと、できていることを評価し、改善が必要なことは本人が理解できるように伝える。退所後の生活を視野に入れた具体的な支援を行っていく。

